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本
醫
は
緖
論
.
•絡
論
及
び
.四
篇
Q-
,上
菊
魄
約
四
七
〇
頁

〕

^
分
れ
、
約
ニ
百
の
統
計
表
と
若
干
の
附
表
を*
む
大
著
で
'あ
、る

。

序

に

も

述

べ

ち

れ 

て
ゐ
る
や
ぅ
民
著
者
は
經
濟
學
徒
の
職
分
は

「

我
國
抝
經
濟
の
發
展
機_
の
分
析」

、に
、
即
ち
、
國
民
經
濟
を
全
蹬
と
し
て
杷
摒
す
る
こ
と
に
あ
る 

,と

1>
ふ
見
地
に
立
た
如
、
，‘隨
っ
て
本
書
は
著
書
のi

論『

現
代
最
氣
變
動
論

』

C
S笠
書
®
の
我
國
民
經
濟
へ
の
適
用
で
あ
り
、
.そ
の「

最
初
の 

(

出
發
點」

た
る
，の
地
位
に
あ
る
。̂
れ
故
、
栽
礎
.問
題
は
む
し
ろ
左
の.適
用
の
仕
方
の
方
に
あ
；̂
後
者
は
：ま
た
、
著
齊
自
身
の.醒

，
使

用

せ

ら

れ 

る
國
民
經
濟
の「

構
造
的
特
質」

な
る
も
の
、
理
解
の
仕‘方
に
か
、
つ
て
ゐ
る
。.こ
の
意
味
で
、
秦
は
ま
づ
終
論.か
ら
_
み
'%
何

ょ

り

も

我

國

民 

經
濟
の
總
賺
I

す

る

馨
s

g

l

l

f把
ま
を
ば
な
ら
ぬ. 0
か
く
て
、
こ
の
紹
介I

f
み
に
終
っ
.た

矣

本

a

f

g
 

を
一
面
的
に
し
か
評
價
し
犸
な
か
ゴ
た
。
一
通
奢
に
麥
言
を
深
謝
す
る
ゅ
袅
ん
で
ぁ
る

。

，

/
 

,

::
,
<
.
著
者
は『

日
本
勝
械
エ_
の

裴

礎

靈

；義

題

〕

を
«
、「

我
國
民
經
濟
の
總
生
糜
過
程」

の「

資
ホ
_
的
發
展
の
_
ii
的
特
胃」

ハ
モ
i
 

と
の
聯
關
に
於
て
分
析
す
各
た
め
の
前
提
と
し
て
、
緖
論
即
ち
第
ア
章「
機
械
工
業
の
國
.民
_
濟
的
重
要
性
と
，そ
の
資
本
制
的
發
達
の 

基
本
様
式」

全
三
.節
を
ぉ
く
0
'第
一
節
は
價
値
法
則
の
上
か
ら
資
本
制
生
蜜
ぬ
於
け
る
機
械
の
役
割
を
限
定
し
、第一 
一.•
三
節
は
總
生
摩
：

過
：程
の
、•現
角
か
ら
夫
：̂
素
林
面
；1攢
値
面
.：に
菸
て
«
械
3 :
_
贫

體

：系
的
鞲
造
^ ̂

.

■.
:
.

」

，

.ま
づ
第一

節
に
よ
れ
ば
、、
資
本
制
生
趦
に
於
て

「

機
槭
な
る
勞
働
手
段
の'役
割
は
|
位
時
胤
霄
り
の
勞
働
出
カ
を
增
加
し
て
，生
產
カ 

?:
-高
め
る
と
共
に…

.勞
貨
を
.節
約
し
て
利
潤
率
を
增
大J
Q一
 
頁〕

す
る
と
と
t
あ
る
。

つ.ぎ
に
第
-ニ 

•三
節
、に
よ
れ
ば
"
機
械
工
業
の
 

' 

「

資
本
制
發
達
の
基
本
樣
式
し.「

體
系
的
構
成」

柏
、
實
は「

國
民
經
濟
の
總
生
產
機
權
が
厳
密
な
る
意
味
の
資
本
制
樣
式

」c  .1

〇
頁
：

>  

に

照

.
' 

-

:  

應
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、

「

生
菝
手
段
を
も
つ
獨
立
の
糜
業
資
本
が
勞
働
力
し
か
も
つ
て
ゐ
な
い
勞
働
者
を
雇
入
れ
て
利
潤
增
殖
を
槓
抒

.

•

, 

，と
L
て
生
產
が
營
ま
れ
.,
こ
の
龁
本
寶
本
家
が
國
民
經
濟
の
市
場
經
濟
機
權
の
樞
軸
を
な
す
と
共
に
產
業
勞
働
者
が
一
一
重
の
意
味
に
も

- 

せ
よ
自
由
獨
立
の
人
格
を
も
つ
に
茧
る

」

場
合
に
は
、
機
械
エ
業
の.正
{吊
的
な「

體
系
的
權
成」

が
形
成
さ
れ
る
が
、

「

勞
働
供
給
が
未
だ
農 

，業
を
本
業
或
は
兼
業
と
す
る
や
ぅ
な
場
合
に
は
、
.勞
働
供
給
に
よ
.つ
て
得
ん
と

^

る
勞
賃
の
‘家
計
に
於
て
占
め
る
經
濟
的35
:
要
性
が
絕 

對
的
で
な
い
所
か
ら*
必
然
的
に
低
勞
賃
に
決
定
さ
れ
、
そ
の
結
來
、
坐
糜
の
技
领
仏
程
を
機
械
化
し
勞
貨
を
節
約
し
て
利
澗
增
殖
を

’ 

、
•
、
 

圖
る
必
要
が
な
い」

0
ー
〇
货)

、場
，合
•に
.は
.
.
.
•
そ
れ
比
歪
* ^
を
も
つ
。
.然
ら
ば
、

「

嚴
密
な
る
意
味
の
資
本
制
様
式

」

及
び
然
ら
ざ
る
も
の•と

' 

、

は
* .
實
に
は
.い
知
な
る
條
件
に
載
い
て
型
成
さ
仉
、
發
展
ず
る
.か
。.換
言
す
れ
ば
.
-著
者
の
.所謂

「

資本制的發展の權造的特質

」

，

：，
一

 

(

ニ
六
頁〕

.と
は
、
何
に
装
準
を
お
き
何
時
に.視
點
を
据
表
て
求
め
ら
れ
た
か
。
別
言
す
れ
ば
、
著
者
は
そ
.の『

現
/代
景
氣
變
動
論』(

蓄
積 

. 

論〕

を
\ ^
か
に
我
_
民
經
濟
，に
適
用
せ
ら
、れ
衣
か
。
著
者
は
終
論
の
第
，斗
1
,
«

「

國
防
經
濟
贬
階
の'我
國
民
經
濟
.の
發
展
過
程」

全

三

節
.

の
ぅ
ち
特
に
第
一
節
d

國
段
經
濟
の
遽
礎
關
係

」

.に
於
て
こ
れ
に
答
ペ
ら
れ
る。

. 

• 

I  

.

著
者
に
よ
れ
ば
、
ま
づ
右
の
棊
準
は
、
生
1靡
亂
織
と
生
鹿
カ
と
の
相
瓦
關
係̂
13
四
^
頁
双
下
：}に
求
め
ち
^ \
ね
ば
な
ら
ぬ
0「

我
國
民
經 

，
 

.濟
の
莪
礎
關
係」

は
生
糜
ヵ
面
か
ら
み
れ
ば
生
麂
財
牛
；鹿

部

門

と

消

生

產

部

門

か

ち

，成
か
、

「

前
者
は
主
と
し
て
鑛
業
*
金

屬

‘ 

-  

j  

機
械
*化
學
エ
、業
及
び
*7
«
業
のj

部(

養
繭
！

I
f
:
)

の
諸
部
門
か
レ
、
後
者
は
農
業
部
門

c

米
麥
•蔬
菜
•養
畜
Y
漁
業
部
門
か
ら
成
る.0
生

' 

く

*■  

颦
蚜
稔
^
-日
本
機
，械H

粲
の
.迤
礎
構
造
L 

. 

’ 

■ 
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.、.
\:'
vソ
バ
...

：

產
組
瓤
面
か•ら
^
る
2「

前
資

本

制

的

，な

も

？

資

本

制

的

な

も

の

*獨
占
資
本
制
の
シ
.の
、

」
(

四
’五
0
寅
以
下
>
‘が
あ
り
、
謂
型
的
に
い
へ 

ば
，
後
t
部
門
の
う
t
農
業
部b

拟
前
資
本
制
'胡
、
衣
料
部
鬥
.中
級
績
部
門
比
獨
占
資
本
制
的
、
，織
布
•
染
色
部
門
は
問
屋
制
下
請
組 

-
.織
最
近~

で
は
工
場
淛
下
請
組
織
で
あ
り
、
能
者
ぎE

の
う
ち
鼢
業
•金
麝
製
嫩
業
は
紡
鎮
篆
に
類
似
、機
械
製
造
業
中
電
氣
機
械
•造
船
• 

車
輛
部
け
防
資
本
淛
、
.
1
'
般
機
梂
類
製
造
.部
門
は
初
め
は
織
物
篥
に
.«
'
-似
し
滿
洲
事
變
以
後
は
エ
鴒
制
下
請
エ
業
9
形
態
を
も
つ
前
.貸

‘ 

資
本
制
，工
場
で
あ
る
。

と

0「

ぎ
礎
關
係」

が
或
國
民
.經
濟
の
循
環
過
程」

へ
第11

節〕

を
ば
、
.生
產
財
生
產
，部
門
•消

費

財

生

產

部
！：

の
'
う 

丨
ち
齋
，1
小
部
門
が
資
本
制
、：
第1

ー
小
部
ぼ
が
前
貸
資
本
制
を
と
り
'、*第
一i

小
部
門
妒
慨
れ
も
利
潤
で
當
該
部
門
の
第
一
，小
部
門
と
結
合 

し
そ
ゐ
る
や
5'
に
、
軌
道
づ
け
る
Q
隨
つ
て
、
我
阈
民
經
濟
の
循
環
過
程
ゆ
、
右
の「

先
天
的」

槽
造
*「

棵
本
的
俄
陷」

0
五
五
哀
以
3 ̂

.

.を
具
有
レ
、
當
初
か
ら
生
^
手
段
を
輸
入
し
こ
'れ
に
务
し
消
費
既
を
輸
讲
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
以
は
れ
る
0,
V 
く
て
-、
著
者
の「

生
靡
組 

織」

は
經
濟
的
諸
關
係
の
内
而
的
紕
立
の
1
如
に
で
な
<
、
そ
れ
ぞ
れ
發
展
の
段
亂
を
異
に
す
る
產
業
の
量
的
總
和
の
1な
か
に
求
め
ら
れ 

，て
ゐ
る
。
こ
汴
比
'\
ー.般
.的
に
は「
あ
.る
程
度
め
.歷
史
的
.叙
述
は
不
可
缺
で
’あ
1
が
そ
れ
は
說
明
の
便
宜
上」

O

S

5に
す
ぎ
ぬ
と
し 

(

論
理
と
歷
史
の
峻
別)

、
特
殊
的
に
は
諸
範
疇
*
諸
觸
成
を
驰
扶
す
'る
た
め
の
視
點
を
明
確
に
趦
業
資
本
の
‘確
立
過
程
に
お
い
.て
ゐ
、な 

い
ハ
型
式
と
段
階
の
同
こ
こ
と
に
遲
く
の
で
は
な
か
ら
づ
か
べ
師
^
。 

■ 

. 

;、
 

. 

■,

'

,

<
§
 

.
勿
‘論•

著
者
，こ
の
勘
に
關
し
自
ら
疑
問
符
を
投
ぜ
；ら
札
て
日
ぐ
'「

國
民
經
濟
の
總
生
ー
產
過
程
の
機
稱
を
理
解
せ
ん
と
す
る
時
、
農
業
を 

‘
苒
坐
產
仔
程
を.構
^
ず
る
消
費
財
生
產
部
門.に
編
入
.す
る
こ
と
’は
、
農
^
が
貧
本
制
的
に
經
營
せ
ら

i

る
晚
は
勿
論
、
前
廣
本
制
的
に
縊
營
さ 

れ
る
時
に
も
不
可
缺
が
あ
る
。
対
論
そ.の
生
產
組
織
を
靈
し
て
消
费
財
部
門
と
，し
て
編
入
す
る
こ
.と
は
總
生
電
程
わ
機
構
的
分
析
を
不
可 

:

胞
な
ら
し
め
る
。
農
檠
を
國
民
經
，濟.の
總
生
氧
行
程
の
一
領
域
と
し
で
編
入
し
な
が
ら
*
そ
の
生
觉
撕
織
に
著
目
し
广
資
す
觜
稹
運
動
に
支
配

さ
れ
、
又
そ
れ
に
對
し
て
極
的
に
制
御
機
た
る
彼
削
を
演
ず
，る
こ
と
を
理
^

'

、
-f
g l
■
に
外
國
贸
晶
を
考
慮
し
て
初
め
て
、
资
本
制
的
に
展
開
す

- 

* 

,

.

る
國
民
經
濟
の
緻
佐
產
過
程
が
機
稱
的
に
理
解
し
得
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ら
ぅ
か
し

(

六
頁
：>と
。
 

;

‘

.
著
'者
，は
右
の
如
く
、
.資
本

の「

_
造

的
1

-«
,0
一
 
ガ
&

を
以
て
發
展^;
塑
‘式
(O
'
特
質
へ
具
體
性

〕

で
な
く
むし
ろ
段
®
贮
照
應
す
る
構 

造
變
化
—(
*
般(

抽
象
性)

と
す
る
見
地
か
ら
> 
第|

篇「

我
國
機
械
エ
業
の
發
達
過
程
^'
ニ
章
^:
叹
，§-
1篇

「

我
.
機
械
X
業
の
生
淹
鞲 

造」

.，の
,̂

ち
第ii

章「

日
支
事
變
前
段
階
の
雛
械
.

i4

業
ゎ
發
展
機
權J 、

に
於
.そ
、
明
治

4
年
前
變
饮
割
さ
れ
、る
淹
業
資
本
坐
成
期
.
大
芷
年 

間
に
當
る
產
業
資
本
成
激
期
“
'^
融
賢
本
生
^

^
昭
和j

一
年
‘以
後
の
金
融
資
^-
成
熟
期
.

(

第
一
節y

に
っi.e.

.我
國「

機
槭
器
具
工
業
の 

マ
趣
*
微
程

；^
國
.揭
經
.濟
，の
^

淑̂
過
程
:̂
(0
-
.機
權
.讲
關
聯
.，に
；
於

；
て

解

剖

じ

.
^
^

‘ 

•

ま

、#

者

は

右

の

，

一

段

階

即

.

ち
產
業
齋
本
生
成
期(

明
治)

に
ク
、き
，

「

工
場
調
査
要
領」

•「

農
商
務
省
統
計」

：•
 r

朋
治
工
業
史
機
械 

篇」

•「

! ?
,

本
事
業
靡
達
史̂

!

其
他
を
主
要
資
料
と
し
て
分
析

t

ら

れ

る

’
'
，第

二

頁

〕

o

:

著
者
ば
業
種
肿
職
エ
數
並
び-

に
規
模
別
エ
場
數
な
る、

 ̂

量
的
視
角
亦
ら/ '

'

^

々
、「

生
库
構
氣̂

ダ
与
生
泰
組
織
し
を
求
め
る
デ
仍
ち

-

明
- ^

三
三
年
現
在
に
於
て
也
產
手
段
生
產
都
^
^
の
職
エ 

數
i

消
費
財
坐
1
3部
門
ょ

'

れ
少
量
％
を
と
と
は「

我
,

與
歡
濟
の
こ
の
震
に
於
け
る
資
本
制
的
發
展
が
跛
行
的
し
な
る
を
承
し

(
「

構 

造
^

^

農
業
に
於
て
は
赘
本
制
組
織^ -

も
っ̂

の
は
殆
ど
な
べ
ン…

‘

大
規
模
の
土
場‘
制
鑛
エ
業
は
置
的
に
親
著
で
尨
く
ぷ
規
模
の
^ ' 

-

の
が
並
立
的
に
存.

在
し
て
ゐ
，るK

「

紐
織」

〕

o

と
こ
ろ
で
，、
、

.

著
索
に
ょ
れ
ば
、
我
資
本
制
展
開
の
栽
軸
は
坐
康
財
訊
ぽ
で
は
造
敝
業
消
費 

財
部
門
で
は
姻
績
葉
で
ぁ-

0
、

特
に
、
後
者

は
‘

周
知
の

•

如
き
勞
働
諸
條
件
ル
そ
れ
の
推
進
力

'

で
ぁ
つ
た
。
然•

る
に
、
妨
機
工
業
は「

M

勞 

• «
s

_

l

3

の
故

'

に
展
開
な
ぐ
、
造
船*

車
輛

.

.

原

動

機
- «

氣
エ
業

'

ば「

國
眼
上」

^

〇̂

か̂
>
:

の
み
薇
展
し
得
た
に
す
ぎ
ず
、
か
く
，て
、 

こ
の̂

踏

(

^

者
_

は
狐
ず
し
も
齋
業
實
私
型
成
期
な
る
こ

'

と
に
贺
意
せ
ら
れ
て
ゐ^ .

い
'〕

に
於
け
る
我
國
ぼ
經
濟
は
、

「

一
方
前̂

本
,̂
的 

.

樣
式
の
裏
藥
瓿
門
が
育
成^

^

努
働
九
を
基
盤
と'

し
.
、

.

他
方
軍
備
及
ハ
び
交
|1
,
の
ル
め
の
.，政

府

の

保

護

助

槓

杆

J

と
しV

「

不

安

定

な

、 

拣

礎

の

上

に

推

進

」
s

m
j

s
o

し

た
.0
ハ 

一

，
•
：

.

：

，
' 

ン 

r
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，つ
ぎ
に
"
普
^
故
第
三
節
に
’於
てr

主
要H

業
璐
覽
し
•「

時
局
/
工
場
及
職
工

一一及
ボ
シ
タ
ル
影
響」

•「

工
場
統
；

M
J

'

其
他
を
加
へ
ら 

れ

、
第
ニ
段
隙
ハ
大
$
に
つ
き
、
機
械
エ
業
の
新
設
*擴
張(

火
戰
£
を
早
く
4
來
る
不
振
-廢
滅
ハ
.六
年
特
に
_九
.
¥以
後
；
の
.、

一
般
的
趨
勢 

(

E
5V
M
以
T
oと
機
猿
別
趨
勢
S
九
頁
以
下〕

と
に
論
及
せ
ら
れ
、
左
の
如
く
論
結
，ざ
れ
る
。 

，
.

■ 

‘ 

' 

こ
、の
段
階
の
發
展
は「

東
洋
市
場
に
於
.げ
る
.歐
洲
資
本
の
撤
退
-

」

•を
動
因
と
む
.、
加
ふ
•る
に
生
產
手
段
の
た
め
に
は
輸
入
*
に
よ
る
國 

R.
市
場
が
形
成
さ
れ
，「

魚
潔
な
る
勞
働
カ
市
場
の
形
.成
L(

七
六
丨
九
瓦
、
第
三
五
表〕

が
行
は
れ
，龙
が
、
そ
れ
は
.

「

從
來
の
高
額
物
納
小
作
- 

料
を
改 f

j

 
せ
ず「
蹲
ろ
米
惯
の
騰
貴
$:
■ 
澉
じ
.て
反
對
に
作
用
し
/
却
て
大
戰
終
結
後「

小
作
料
增
大」

と「

賃
勞
働
に
よ
る
家
計
補
助」

と 

は「

愈
と
增
加
し
.て
特
殊
な
る
發
見
を
形
成
し
、た」c

セ
九
l
A-
a

s
。
隨
つ
て
、
生
靡
過
程
の
機
械
化
は
そ
の
山
場
的
甚
礎
を
缺
き
、補
助 

金
、•關
爭
技
術
の
辭
見
策
を
問
は
ず
エ
繁
保
護
政
策
は「

總
資
本
の
政
策
題
目」

*「

國
家
の
經
濟
政
策」(

八一

寅〕

と
な
ら
ず
、
.必
要
機
械 

は
輸
人
.に
ま
ち
軍
事
；•半
軍
-#
的
部
門
の
み
^
亙
本
資
本
.の
投
寶
對
象
と
.な
り
、消
費
財
用
作
崔
機
キ
エ
作
機
.は
中
小
資
本
や
^
立
生
產' 

者
に
襞
ね
■ら
れ
、
か
か
る
造
的
特
色

-を
も
'つ
.猶
械
工
業
は「

大

JE
沬
期
か
ら
そ
.れ
自
體
機
權
的
に
一
大
轉
機
に
直
面」

し
た(

同
茛〕

0 

.

.第
三
.に
、
著
者

、は
第
三
段
階

C

昭
||
|
'

〉

を
世
'界
恐
慌
前
期
务
界
恐
慌
期
*日
支
事
變
前
の
全
三
節
ず
分
け(

第
三
章〕

、「

機
械
工
業
調
茶 

部
報
告
書
.
^

「

日
本H

業
大
規
I
•

「

本
邦
重
要
事
業
史」

•「

機
械
エ
象
に
關
す
る
統
計
表」

其
他
，を
主
要
資
料
^f

へ
て
分
析
さ
水
る
。
第 

1

節(

八
養
以

-F)

に
よ
れ
ば
\
エ

作
機
を
中
；む
と
し
て

<み
た
機
械
，工
業
の
量
的
な
海
外
依
存

i;

は
大
正
三
年
の
•五
三
•七
^
よ
り
昭
和 

六
年
の
*
七
«<
九
炻
へ
と
夫
々
減
少
し
て
ゐ
る
が
、
.そ
.の「
賢
的」

依
存
率
1

即
ち
"
赛
i

よ
れ
ば
.精
度
*耐
久
力
な
ど
.

——

は
例
へ
，
 

ば
外
，國
製
の
精
度
.を
酉
と
す
れ
ば

「

六
五」〔

八
八
5.
.の
關
係
に
ぁ
る
。
し
か
も
、、
第
二
節(

九
ゼ
貧
以
下)

に
よ
れ
ば
、
該
1
業
特
に
エ
作 

機
製
造
業
は
そ
の
エ
場
數
。
職
エ

.數
4
1產
額
に
於
て
零
細
掛
.亦
.顯
蕃
，
で
ぁ
り

(

笫
西
五
|
五
〇
表〕

、
そ
の
•.理
由
は
第
一
に
金
屬
江
業
就
中 

鐵
鋼
業
*鑄
物
業
の
未
發
達
の
ら
ち
に
特
に
第
ニ
^
は「

我
國
民
經
濟
そ
の
も
め」

0
ー
 Q

七
S

下〕

に
棵
ざ
す
國
家
•產
業
資
本
の
助
成

.策
の
貧
困
の
ぅ
，.ち
に
あ
•る
*第一

の
班
由
の
委
曲
に
對
し
て
著
者
•は
氣
1
1丨
我
國
機
械
工
業
の
基
礎
條
件J

の
ぅ
ち
第
八
#「

我
國
®

 ̂

工
業
の
金
.屬
靡
業
的
蕋
礎
^
四
節
•落
九
章
1我
國
製
鐵
業
の
發
展
と
莪
礎
權
成
ト
全
:0
節
を
當
て
、
第
一
一
の
理
由
の
委
曲
に
對
し
セ
は 

第
：|
-章「

我

國
機
械
エ
業
，の
市
場
的
装
礎

.，
金
ー
一
節
及
び
終
論
を

1
て
ら
队
る
.°
こ
こ
’即
，ち

第

一

一
節
a
範
圍
で
答
へ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、 

第一

、
魏
鐵
の
海
外
'依
存
率
が
機
械
よ
，り
も
高
い
こ
，
と
は
、
，鋼

材

を

割

高

と

な

し

1[
に
1
1物
業
の
原
料
藤
礎
を
制
約
す
る
°.
第
ーf
の
理 

由
•に
つ
い
て
言
パ
ば
|»「

財
政
收
人
上
零
細
農
耕
を
恙
询
と
し
て」

(

第
五
F1
表〕

軍
事
的
工
業
を
軸
と
し
、(

衣
料
‘生
產
の
近
'ft
的
樣
式
し
を 

,

盤
へ
た
國
民
經
濟
は
N>j

方

,'
1零
細
農
耕
よ
り
流
出
す
る
勞
働
カ
を
载
-#
-
と
し
^,
高
«
か
衣
料
坐
產
機
械
を
輸
人
.使
兩」

す
る「

衣
料
生
產
，
 

資
本

，に
商
人
資
本
的
性
格

」

、
：他
友

「

宫

業

乃

至

政
府
を
購
買
先

」

と
す
る「

軍
事
的
產
業
資
本
に
.御
用
商
入
的
性
格
'|
_を
與
ぺ
、自
己
の
1必
，
 

要
と
す
.る
拣
幹
的
な
機
器
工
業
展
開
へ
，
殆

ど

關

心

を

も

な

か

つ

た

」

-へ
第
五
•5£
表
は
:1
-作
機
エ
榮
に
於
け
る
]5
:
-大
財
肫
の
無
關
心
を
示
す)

0
か 

く
て
、
高
儕
敖
輸
人
.機
械
使
用
の
大
工
業
は
家
.故
補
助
的
勞
賃
澈
に
發
厫
し
得
た
が
。
こ
の
勞
賃
の
务
盤
た
る「

零
細
農
耕
•性
は
農
業 

部
門
の
坐
產
行
程
.の
撒
械
俗
を
遲
ら
し
必
"遺
い
て
機
械
の
'
&內
販
路
を
狹
湓
な
ら
し
め
て
來
た」

2
〇
八
0
'0
か
'<
そ
、第
三
節
は
數 

A
的
に
.は
と
も
角
、
質
的
に
，は
わ
が
機
械nf

業
は「

金
融
資
本
の
段
階
に
あ
り
^
ら
も
極
め
て
不
安
定
1
C ニ
三
頁
以
下〕

と
結
論
ず
る
。

. 

'

H

'

 

' 

ご

' 

—

；

へ- 

,

大
3
ニ
弈
が
產
業
總
生
產
額
中
の
，地

位

に

於

て

エ

業

が

始

め

て

農

業

に

ほ

ぼ

拮

贽

四

五

面

對

四

，五

.四
6
す
る
に
至
つ
た
年
と
す 

れ
ば
、
昭
和
十
部
はH

業
總
生
產
額
中
‘の
地
位
に
於
て
金
厨
•機
器
業
が
紡
織
桊
と
同
等(

一ー
0-
.九
5
と
な
る
に
至
つ
た
年
で
あ
る
。
'. 

•?
藤

丨
我

國

機

械

エ

業
^
生
密
證
し
は
、
こ
の
時
代
即
■ち
日
支
事
變
前
段
隊
に
つ
き
、
.分
析
す
名
。
著

、者

，は
第
四
篇
全
ニ
章
の

5-
ち 

缟
|
1章「

日
支
事
變
脉
段
階
の
機
蛸
エ
業
め
發
展
機
權

」

に
，於
て
、‘金
屬
11
:
業

が

未

.^
眞
の
§'
立
粗
を
獲
得
、ぞ
ざ
る
こ
と
2
ニ 
一
 

K以
下
ソ 

岡
有
ひ
勞
賃
蕋
底
:«
:
.解
消
せ
ず
，に
む
'し
ろ
«
械
4
業
の「

時
間
當
り
平
均
賃
銀
は
減
か
\
.
.

(

潜
六
1
:表
：
> 
し
且
つ
正
-味

一

日
勞
働
時
間
は 

殼
崎
稔1

T
H

本
機
械
工
業
の
.裁
礎
構
造
'
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5
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へ
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•
- 

增
大
c
w
s
l:i
f表
^

る
こ
とc

i
〗

ー3:
^
.下
、

生
強
技
術
の
故
良
に
つ
い
て
ば
例
へ
ば
機
械
.エ
業
圣
體
の
ニ1
當
動
ヵ
使
用
實
馬
，カ 

數
は
減
少
じ
承
六
叫
表
：>、た
だ
エ
# /
擻
に
於
て
電
動
機
直
歡
旋
盤
の
完
成
.超
高
度
機
漏
や
專
問
機
の
勝
造
*超
高

速

、
度

エ

具

，
の

改

良

あ

M 

、り
て
'勞
働
の
强
$
;•
生I,

產
カ
の
‘墦
大
-が
み
，ら
れ
た
が
そ
れ
と
て
も
精
度
•耐
久
力
能
率
の
點
.で
海
外
品
に
遠
く
及
ば
ぬ
こ
と(

一
ー
ー
八
茛
以 

下5 、

'金
融
资
求
は
米
だ
エ
作
機
#'
造
業
'に
’關
與
妒
ざ
る
.こ
と
^
三
七
寅
以
下〕

等
を
指
摘
し
•-
'
,右
の
比
赏
上
界
は「

自
然
發
生
的
レ
な
も 

め
で
な
ぐ
、
‘軍
事
需
齋
を
*.
進
力
’ど
し
且
づ
.
’關
f
爲

替

安

，
爲
替
管
理
•の
た
：

9

機
械
輸
人
.が
風
難
化
し
.た
結
果
で
-あ
る
と
結
論
さ
れ
る 

(

以
；

H
、

傅
一
®
。
，加
之
、
右
の
躍
進
は「

勞
働
强
化
以
た
め
の
浒
極
的
合
理
化」

、2
六
2

|
ニ
節
>の
結
姐
で
、
こ
れ
は
災
害
の
增
加 

0倏
三
$

に
反
映
す
る
と
,£
‘ろ
で
あ
る
。i

ち
、
繁
者
に
ょ
れ
ば(

第
二
節)

、
.職
工
一
人
當
り
坐
齑
額
の
甘
の
期
間
の
增
大
が
技
術
の 

&'
良
に
求
め
ら
れ
ぬ
ハ
笫
セ
¥:
夫
表
？
故
、
'そ
れ
ゆ「

"日
费
働
瞭
間
の
延
嘬
が
窳
は
勞
働
强
化」

か
->
.i

職
m

t
加
工
原
料
m
格p

騰
買」 

h
に
歸
蔚
す
る
。
然
る
、に
、
紙
者
.の
趨
勢
は
1
人
當
り
.生
^
額

.^
等
し
い
か
乃
至
は
上
觀
つ
て
ゐ
名
の
に
、
機
械
エ
'業
'の
こ
の
湖
間
の 

利
腺
翁
は
漸
騰
し
て
^-
,る
/0
.笫
A'
,

O

Sか
ら
、。ボ
の
企
產
額
の
敬
大
は
、
.勞
働
時
間
の
延
&
と
賃
銀
敗
下
め
.結
果
、で
.あ
り
、
で
れ
はH

 

場
統
針
表
の
示
す
如
く
で
あ
る
銥
六
五
.六
七
8'
0
し
か
も
、0.

の
賃
敝
低
下
は
機
械
工
數
へ
の
女
工
•男
女
幼
年
エ
の
使
用
增
加
'に 

基
き(

紙
八一

*
:表
、

そ
れ
は
^
働
災
赛
の
•增
加
•，激
-^
ぬ
拍
取
す
る
^
ゴ
ー
澈〕

。
„• 

? 

• 

/ 

,

薪
醬
は
第
i

に
於
で
わ4

機
械
工
業
の
，發
展
機
構
に
於
，け
る
問
題
の
一

’つ
を「

中
小
エ
業
の
構
造
’

」

に
向
か
ら
れ
る
0
著
者
に
ょ
れ 

ば
、「

中
小
规
模
型
エ
場」

が
下
請
て
1
ど
し
て
も
‘つ
特
有
の
經
濟
'的
構
»-
は
ニ
類
塑
に
分
れ
る
0
卽

ち

、

一

は
：
生'靡
設
備
を
自
b
も
ち
* 

嗫
^
及
び
付
^
全
部
を
發
註
エ
場
ょ
り
供
給
1
受
け
る
も
9(
渾
部
下
請
は
•こ
れ
‘の
み)

S

二
は
'「

生
雍
設
備
の
.ニ
部
分
を
自
ら
も
ち
、

.

.

.，•.こ.
,
.
! 

3
' 

. 

.

.
-

て
. 

i

-

f

 

. 

.

.*
-.
■•
r 

.

. 

二-
.
.
.
- 

>

. • 

:
t
.
. 

... 

.' 

i
f
. 

• 

.

他
部
分
.は
發
詁
エ
場

^ .

り
惜
り
, '

原
料
及
认
材
料
を
發
註
エ
場
ユ
.り
.受
，
け

る

，
も

わ

芘

澗

大

エ

場

は

 
一
* i

■
を
娶
ど
で
あ
る
が
、「

第
一
類 

迎
中
非
箅
屬
的
下
請」

が
所
論
の
對
缴
と
な
る(

以
上
、
2

節
參
照
1
策
二
節
ぬ
、嘗
<
は「

問
度

制

商

人

資

本1に
、今
で
は
师
謂
下
請
エ

~場
外
業
部
と
し
て
~大
1
~
1
場
^
、
隸

屬

す

る

中

小

型

工

場

一

-

今
や
そ
れ
は
大
.

H

場
に
風
す
る
こ
と
に
よ
り
單
に
単
賈
の
讯
下
に
關
し
て
ノ 

の
み
で
か
く
生
產
现
掛
の
內
部
に
於
て
干
渉
を
受
け
る
—

が
孽
る
種
々
の
不
利
益
‘

(

反
之
、大

土

菅「

約1 
一0
ギ
のP

费
節
約J)

は
、
. 

輪
局
の
'所
、
他
に
轉
管
れ
る

こ

と

を指
摘
す
る
o
rそ
れ
仗
、
下

潇
制
^ ,

尘
業
者
自
身
の
發

_

本
へ
の
使

用

人

化

、

下
靑

.

下
‘

業

勞 

_働
敦
が
低
廉
な
：•る
家
賃
、
過
長
勞

働

時

間

、
し
不
完
；
金

^
る
災
害
防
上
齔
牖
、
專
ま
れ
影
難
利
施
•設
下
に
働
く
こ
と
，
更
に一
仔
屮
數 

時
阳
の
勞
働
に
服
し
、

而
も
月
ニ
、

ニ
圆
，を

超

ぇ

'^
る
小
遺
錢
の
.文
給
に
甘
ん
じ
て
ゐ
る
徒
齋
の
勞
働
、
家
族
の
無
給
從
業
員
ヒ
に
よ 

つ
て
補
償
各
れ
.て
.ゐ
.る」C1'

八
六
5
0 
，
 

'
•
•
-
.
•
.
-
-
,
• 

. 

: 

. 

■.

f 

. 

'
.

何
.
蓊
擊
の
中
パ
工
業
論
レ
.て
は
、‘「

旧
本
.經
髁w

機
械
工
業
しC

科
學
王
義H

業
社
V
學
敗
ぎ一

十〕

1
1
-
小
委
員
會
蜂
下
請
エ
_」

及
ぴ
.同
”啤

. 

,
周
.
中̂
小H

業」

1

%
經
濟
學
雜
誌
い
笫
九
卷
第
‘ニ虢梦照。

，

ノ：

 

-
r 

,

さ
|

、
：第
一
•ニ
篇
は
わ
％
機
摘
エ
.業
0「

構

造

的

特

質

」

ど
わ
.於
國
埒
經
濟
€
.
各
發
展
段
階
と
の
聯
關
に
於
て
と
い
ふ
よ
り
は
そ 

‘れ
と
ー
致
さ
せ
、で
捉
へ
、
赴

つ

、

‘特
に
•日
^
#變
前
段
階
.に
つ
き
詳
し
く
ぞ
の
.生
產
カ
淑
び
に
實
現
の
諸
條
件
を
分
析
し
、
、

’と
-
の
本
擎 

前
年
に
於
て
著
者
'の
見
著
.は
5

右
で
披
，

せ
ら
れ
た
こ
と
と
ぶ
り
、
後

半

の

第

三

南

節

は

基

礎

見

解

の

補

完

を

な

し

て

ゐ

，る
。

仍

ち 

第
8

.
我
國
機
械
エ
業
の
技
術
的
發
德」

は
著
奢
の
所
«
質
的
分
析」

士
し
て
前
2
篇
を
挞
術
面
よ
ゎ
よ
0
具
體
化
し
、第
四
篇
、我
國 

機
摘
±
業
の
装
礎
滌
#,」

は
巳
述
の
‘,ぐ
"
蓆
'三
章
第n

節
以
下
で
問
題
を
提
起
し
且
つ
解
答
せ
る
も
の
を
詳
說
す
る
.。

 

’

.
m
.H
篇
は
遷
工
業
於
於
け
る
挟
術
.の
發
達
.を
製
品
面
0第
六
章
3及
び
'特
に
エ
'作
機
，に
つ
い
て
過
程
興
第
セ
章)

か
ら
文
设
ふ
0

-L

’ 

か
し
、

こ

こ

’
ば

抜

術

は

一
般
的
运
生
產
カ
發
展
の
縱
度
器

>
の
も
の
：
社
會
關
係
の
指
汞
器
そ
ぬ
も
の
と
し
て
み
ら
^
、
特
殊
勺
 

に

は

霞

法

則

の

，具
體

的

な

實

現

4
の
對
抗
に
於
て
捉
へ
/i

れ
ず
、
第
六
隶
第
一t

節
で
は
原
«

機

へ一

ニ

ん

、
髮

以2

が

第

三節
で
は
作
.

餿
硌
稔
琴
H
,
沐
擇
械
：丄
業
の
'
艰
礎
梆
造」

_
1
0

七

(

5

ニ 
五)
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崎
称
^-
H
本
機
械
工
業
の
'拔
礎
樨
造
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• 

, 

•
ー
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八

(
一

四m
o

 

業
機
•、

(

_.
‘1九
贺
以
下〕

が
第
四
節
で
は
エ
作
機(

ニ
五
〇
致
以
3
の
發
達
が
现
象
に
於
て
'叙
述
さ
れ—

ど
は
い
へ
、
木
窠
に
於
け
る
著 

者
.の
エ
學
文
献
，の
整
理
は
著
者
獨
自
の
境
她
と
じ
て
評
價
さ
セ
ね
ば
な
ら
ぬ

.，_
第
五
節
で
は
布
の
發
達
舡
何
れ
も
單
に「

後
進
國
的」 

c 
二
七
六
頁
以
下)

な
る
も
の
，lte
:
と
さ
れ
、，
且
つ
、
そ
の「

體
系
的
構
成」

1
重
要
な
I
缺
陷
は
原
動
機
の
異
常
な
發
展
に
對
し
工
作
機
. 

工
具
技
術
の
後
進
性
な
^
こ
と
と
結
論
さ
れ
る
。
第
七
章
は
ま
づ
エ
作
機
械
エ
業
を
撒
.«
エ
業
の
母
體
と
し
て
規
定
し
へ
第〗

節)

、
つ
ぎ 

.に「

檩
準
型H

作
機
械
製
造H

場」

な
る
尺
度
を
規
念
しt

笫U

節)

こ
れ
を
以
て「

卞
請
關
係
に
あ
る
中
小
機
械
工
場
し
の
生
產
技
.術
を
測 

ら
ん
と
す
るe

第
三
節)
。
‘仍
ぢ
、、
こ
こ
で「

標
準
型
と
’言
ふ
の
は
、
生
產
の
經
濟
組
織
と
技
術
樣
式
と
の
兩
面
か
ち
見
^
、
現
在
の生

.. 

產
ヵ
の
發
展
段
，階
に
於
て
質
的
に
量
的
に
最
も
也
產
カ
の
高
い
エ
場
し

0
ー
<
ー〗

頁
苳
意
味
し
、.‘そ
の
生
產
の
經
.濟
組
織
は「

資
本
飢
的 

獨
立
繳
營
紐
織」

b
あ
ヴ
•
そ
の
.生
產
#
式
は「

標
準
"型
.エ
作
機
械
エ
場
の
體
•系
i

」

と「

勞
働
の
技
術
的
檬
式
b
一
 
八
五
冥
以
下
參
照)

.に

り̂

、一
定
の
比
率
を
も
つ
。
隨
つ
て
、「
標
準
型
し
と

.は
模
範H

場
の

-設
計
的
概
念
で
あ
り
、
例
へ
ば
社
會
的
に
支
配
的
な
勞
働
手
段
や 

ゴ
婼
業
部
門
に
於
け
る
支
配
的
平
均
度

6
‘
熟
練
。技
能

.敏
速
を
も
つ
撈
働
ヵ
を
ば
夫
々
勞
働
手
段
や
勞
？
ヵ
の

1標
準
的
&

格
と
な
す 

場
合

■の
實
在
的
な
範
疇

異̂
る
。
さ
き
に
、

「

體
系
的
權
造」

と
し
て
觀
合
さ
れ
た
イ
デ
ア
ル

■ティ
•ブ
•■ス

は
今
や「

標
準
型」

と
し
て
再
現
し 

て
ゐ
る

o 

: 

.
 

:
•第
四

篇「

我
國
機
械H

業
の
莪
礎
條
件
，し
に
於
て
箸
者
は
、
ま
づ「

原
料
問
題
は
單
な

.る
‘自
然
的
資
源
の
，賦
興
狀
態
の
み
の
問
題
で
は 

な
く
、
原
料
資
源
の
採

_
及
を
金
屬
林
料
の
、製
遙
問
題
を
も
含
む」

(

三

,0
九
頁

5と
洞
察
せ

‘ら
れ
、

'第
八
章
金
四
節
に
於
汉
は
原
料

礎̂

：
 

に
第
九
章
全
四
節
に
於
て
は
製
鐵
業
に
論
及
し
、
幾
多
の
示
唆
を
與
へ
ら
れ
ふ
。
つ
い
で
第
十
章
全

\ーー
|
は
市
場
蕺
礎
を
取
扱
ふ
。
仍 

ち
、
わ
が
機
械H

寒
の
國
外
事
の
！i

條
件

@
〇
五
茛
以

3'
.の
結
果
、
わ
が
機
械

^.
市
場
戡
礎
は
内
國
に
あ
ら
ざ
る
を
得
ぬ
が
、結
局
、 

後
紫
の
恒
久
的
瓶
大
は
軍
需
ェ
篆
で
は
な
く
農
業
の

-近
代
化
如
何
、に
夂
り
制
約
さ
れ
免

3
三
質
以
下〕

。
著
者
に
よ
れ
ば
、
耕
耘
機
.の

北
策
に
す
ぎ
ぬ
-:

機
械
化
を
促
進
す
ベ
•き
近
時
の
地
主
手
作
や
零
細
小
作
農Q.,

亂
村
も
小
作
料
が
騰
貴(

第
一
九

'
2〕
し
て
行
く
限
り 

1

時
的
な
現
參
に
す
ぎ
ず
、
か
く
し
て

-戰
時
食
糧
問
镅
の
發
展
が
へ
農
氣
適
疋
贫
膦
の

^

‘
定

，、

農

業

小

作

料

の

.
調

盤

等

、

農

業

關

係
 

の

'茶
礎
的
修
“訂
を
政
治
的
問
題
と
し
て
霧」

さ
せ
た
に
も
拘
は
も
ず
、
戰
時
經
濟
の
最
.近
の
段
階
ま
で
に
はr

農
業
生
康
機
糙
は
极
本 

的
に
呔
修
釘
を

^*
け
て

.ゐ
な
い

四̂
三
六
茛
以
下)

,°〔

以
上
ハ
豐
崎
稔
曼「

日

.本
機
槭
工
業

•の
：
甚

礎
！！

造
し
。
白

本

評

論

社

.、

萣

價

四

圓

15
:

1
、九

四

！
ニ

〇

三

八

、

餿
嗨
稔
著
^

日
本
锊
械
，ェ
業
の
.
基
礎
構
造
4


